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村
長
が
記
念
晶
を
贈
呈

玉
川
村
の

ω歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
、

9
月
日
日
現
在
で

男

9
人
、
女
お
人
の
合
計
犯
人
で
す
。
と
の
方
々
の
長
寿
を

お
祝
い
し
て
、

9
月
9
日
と
什
日
に
村
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

お
宅
を
訪
問
し
て
記
念
昂
を
贈
り
ま
し
た
。

♀タは
盟国』
，直』

峯ん

玉
川
村
の
最
高
齢
者
は
、
南
須
釜
の

大
越
サ
タ
さ
ん
で
す
。
明
治
犯
年
6
月

幻
日
生
ま
れ
の
貯
歳
で
す
。
サ
タ
さ
ん

は
、
炊
事
、
洗
濯
か
ら
風
呂
炊
き
も
自

分
で
す
る
と
の
こ
と
。
「
最
近
は
目
が

多
少
不
自
由
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ナ
イ
」

と
言
い
な
が
ら
と
て
も
お
元
気
で
す
。

普
段
は、

家
の
周
り
の
草
刈
り
を
し

て
お
り
道
具
の
鎌
が
玄
関
脇
に
ず
ら

1

り
と
並
ん
で
い
ま
す
。
趣
味
は
、
テ
レ

ビ
鑑
賞
で
「
時
代
劇
と
相
撲
が
大
好
き

で
す
」
と
の
こ
と
で
す
。

村長から記念昂を贈られる大越サタさん

平成8年10月

8 

匹報たまかわ

2 

叩
歳
以
上
の
長
寿
者
(
平
成
8
年
9
月
日
現
在
)
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一

楽

し

む

一

平
成
8
年
度
の
玉
川
村
敬
老
会

が
9
月
日
呂
(
敬
老
の
日
)
に
玉
川

村
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
車
田
村
長
が
式
辞
を

述
べ
た
あ
と
、
∞
∞
歳
に
な
ら
れ
た

匁
名
の
代
表
、

岩
谷
浩
光
さ
ん

(小
高
)
に
年
金
証
書
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
、
共
に
鈎

歳
以
上
に
な
ら
れ
た

9
組
の
ご
夫

婦
や
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
国
名
の

方
々
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。来{負

か
ら
お
祝
い
の
こ
と
ば
を

い
た
だ
き
、
我
妻
茂
世
さ
ん
(
山
小

屋
)
が
代
表
で
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
泉
・
須
釜
両
婦
人
会
の
各
支

部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し

た
踊
り
が
披
露
さ
れ、

楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

蓄
は
5
2
1人

今
年
の
招
待
者
は
、
万
歳
か
ら

乃
歳
ま
で
が
邸
入
、
鈎
歳
以
上

が
加
人
の
合
計
問
人
で
し
た
。
全

体
で
昨
年
よ
り
幻
人
増
え
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

3 
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第
お
白
玉
川
村
民
体
育
祭
は
、
日
月
6
日
(
臼
)
、
さ
わ
や
か
な

秋
空
の
も
と
、
玉
川
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

玉
川
第
一
小
学
校
の
鼓
笛
隊
を
先
頭
に
各
行
政
区
ご
と
に
入
場

行
進
を
し
た
の
ち
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
競
技
に
入

る
前
仁
、
来
月
行
わ
れ
る
「
ふ
く
し
ま
駅
伝
」
の
選
手
が
ひ
と
り

ず
っ
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
、
幼
児
か
ら
老
人
ま
で
が
参
加
し
て
の
、
各
種
目
が
行

わ
れ
、
大
勢
の
村
民
が
心
地
よ
い
汗
を
流
し
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

一
中
区
が
優
勝
一

区
対
抗
は
、
小
学
生
対
抗
リ

レ
i
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
対
抗
ゲ

ー
ム
ま
で

7
種
目
で
行
わ
れ
ま

し
た
。中

区
は
、
3
種
目
で

1
位、

そ
の
他
の
種
目
も
全
て

3
位
以

内
と
い
う
圧
倒
的
な
強
さ
で

2

年
ぶ
り
に
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

ま
た
、

2
位
は
南
須
釜
区
、

3
位
は
川
辺
区
で
し
た
。
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一

本

村

で

一

愛
媛
県
玉
川
町
、
埼
玉
県
玉
川

村
と
本
村
の

3
つ
の
「
玉
川
」
の
議

会
議
員
が
本
村
に
集
合
。
平
成
6

年
度
か
ら
毎
年
1
図
、
各
町
村
が

会
場
持
ち
回
り
で
行
わ
れ
て
い
る

全
国
玉
川
町
村
議
会
議
員
交
流
会

が
、
日
月
1
日
に
本
村
の
マ

l
ヴ

ェ
ラ
ス
末
広
を
会
場
に
関
か
れ
ま

し
た
。

開

催

交
流
会
で
は
、
高
林
議
長
か
ら

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
と
本
村
の
概
要

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各

町
村
の
議
長
及
び
普
長
か
ら
あ
い

さ
つ
の
あ
と
、
各
議
員
の
自
己
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一

村

内

を

視

交
流
会
で
は
、
午
後
か
ら
3
町

村
の
各
常
任
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

ご
と
に
分
か
れ
て
本
村
内
の
視
察

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、

須
釜
中
学
校
、
福
島
空
港
、
生
産

物
直
売
所
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
施
設
や
乙
字
ヶ
滝
を
視
察

し
ま
し
た
。

窓ホ

ス
ポ
ー
ツ
で
親
睦

玉
川
村
氏
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場

に
3
町
村
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
町
村
と

も
珍
貯
プ
レ
:
が
続
出
。
快
い
汗

を
流
し
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

な
お
、
当
自
は
、
あ
い
に
く
の

雨
模
様
で

1
試
合
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
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施設

平
成
ア
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
事
業
会
計
の
決
算

が
、
9
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
お
億
8
，
9
3

9
万
円
、
歳
出
総
額
位
億
9
，
ア
ア
O
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
平

成
6
年
度
の
決
賞
と
比
較
す
る
と
蔵
入
が
は
・
5
%
、
歳
出
は
、

竹
山
・
3
%
の
減
少
と
芯
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
納
め
た
税
金
は
、

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
男
て
み
ま
し
ょ
う
。

一般会計決算の推移(歳出)

381.意3，478万円

35億3，25プ万円

tl'l 

""為1~'\"，hI' l;"島、
r今zプ7r、(，"'"-"-11 、刀、ヌT'.._¥_Q'_A(j
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2.447万円

1，110万円

73万円

745万円

4，375万円

11!iB.024万円

6157Jf可

j述む円I

耳オに

建設改良質

企業{古関還金

4億7.731万円

41:怠4.183万円

1.795万円

31:章、7.386万円

13億1.095万円

上水道事業会計

「内

3.206万円

計

歳

A
Q

器

支

5億0.178万円

41~き(5.293万円

1.868万円

3億8，131万円

13億5，470万円

営業費用 1億3.287万円

営業外費用

純利益

見リ
入

9.249万円

7，47773F'J 

23373f可

_.L~ 

1戎

特

営業外収益

f)!食

簡 易 給 水 施 設

国民健康保険

農業集落排水事業

二了、白Z与

ゴIrt:

営業収益

w 

ヰ又

人

事
業
収
説

事
業
費
用

老

ヰ又

支

入

1
i
 

s
i
i
A
 

j
 

平
成
7
年
度
般
会
計
の
歳
入

決
算
額
は
、
お
億

8
，
9
3
9
万

円
で
6
年
度
に
比
べ
5
億
3
，
0

7
0
万
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。
主
な
原
肉
と
し
て
、
国
産
支

出
金
の
3
億
5
，
0
7
2
万
円

(
m
m

・
2
パ
ー
セ
ン
ト
)
と
、
村
債

の
1
億
2
，3
4
0
万
円

(m
・
4

パ
ー
セ
ン
ト
)
の
減
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
村
税
が
5
パ
ー
セ

ン
ト
、
地
十
刀
交
付
税
が
6
・

2
パ

ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す。
歳
入
決
算
額
を
自
主
財
源
と
依

存
財
源
に
分
け
て
み
る
と
、
自
主

財
源
は
全
体
の
却
%
パ

i
セ
ン
ト

で
6
年
度
よ
り
4
・
ー
パ

l
セ
ン

ト
上
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
依

存
財
淑
は
全
体
の
初
パ
ー
セ
ン
ト

を
し
め
て
い
ま
す

Q

自
主
財
源
の
割
合
が
高
い
ほ
ど

理
想
的
な
財
政
と
い
わ
れ
ま
す
。

歳
出
の
決
算
総
額
は
、
犯
億
9
，

7
7
0
万
円
で
、
6
年
度
に
比
べ

5
億

o，
5
2
7
万
円
、
日
・
3
パ

ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
民

生
費
が

3
億
I
，
1
0
2
万
円
の

減
、
土
木
費
が

2
億
9
，
6
6
8

万
円
の
減
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す。1 
人
口
7
，
6
2
3
人
(
平
成
8

年
3
月
訂

H
現
在
)
で
、
一
般
会

計
の
歳
出
総
額
詑
億
9
，
7
7
0

万
円
を
割
り
算
し
て
み
る
と
、
住

民
一
人
当
た
り
に
必
万
2
，
6
0

0
円
が
使
わ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す。

方
、
一
人
当
た
り
納
め
た
税

金
は
、
8
万

o，
6
0
6
円
と
な

っ
て
い
ま
す
c

6 

交通安全対策

特間交付金

1ア8万円
0.1% 

特別地方

消費税交付金

91万円

村に入ってきたお金@歳入総額 33億8，939万円

諸収入

2，033万円

高工費

958万円
0.39後

労働費

8万円

7 

災害復旧費

3，229万円
1.0% 

諸支出金
2，958万円

0.9% 

村が使ったお金・歳出総額 32億9，770万円
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申体連石川支部新人体育大会は、石川町をメーン会場に熱戦が繰り広げ

られました。競技の結果、剣道団体で泉中(男否)が、また、卓球毘体で

須釜中(男三子)が男事、優勝を飾りました。

第
何
回
石
川
地
区
小
体
連

陸
上
競
技
大
会

平成8年10月広報たまかわ

石
森
さ
ん
が
優
勝
(
剣
道
女
予
個
人
)

塩
津
ペ
ア
(
卓
球
ダ
ブ
ル
ス
)
も
制
覇

剣
道
の
女
子
個
人
戦
で
は
、
石
森
希
美
さ
ん
(
須
釜

中
)
が
優
勝
。
ま
た
、
卓
球
男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
塩
漂

白
夫
君
、
塩
津
徳
之
君
の
ペ
ア
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

百森希美さん

泉中学校

永林正博(泉中)

小針豪(泉中)

石森希美(須釜中)

須釜中学校

小針あゆみ (泉申)

~~釜申掌校

塩沢昌夫

塩沢徳之ぺア

極女予バレーボール

.2 位 須釜中学校

・3 位 泉中学校

層面男三子剣道

・団体優勝

・個人3位

‘ 1/ 

調女予剣道

・個人優勝

・団体2位

・個人2位

恒男予卓球

・団体優勝

・夕、プルス優勝

の
小
学
校
か
ら
児
童
が
参
加
し

て
男
女
別
十
種
目
の
競
技
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

競
技
の
結
果
、
玉
川
第

一
小

学
校
6
年
の
小
針
和
章
君
が
百

m
走
で
日
秒
必
の
記
録
で
見
事

優
勝
。
昨
年
、
5
年
生
百

m
走

で
も
優
勝
し
て
お
り
、

2
連
覇

を
達
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
男
子
四
百

m
リ
レ
ー

で
玉
川
第

一
小
学
校
の
チ
l
ム

(
曲
山
和
宏
君
、
真
弓
英
樹
君
、

斉
藤
丈
典
君
、
小
針
和
章
君
)

が
日
秒
お
の
タ
イ
ム
で
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

[
入
費
]

0
5
年
女
子
四
百
リ
レ
ー

第
2
位

玉

一
小
チ
l
ム

〈〉
5
年
男
子
四
百
リ
レ
ー

第
3
位

須
釜
小
チ
l
ム

〈〉
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

第
3
位
小
山
田
佳
織
さ
ん

(
須
釜
小
)

玉一小男予400mリレーのメンバー

国
立
図
書
館
に
永
久
保
容

「
清
和
流
源
氏
一
族
」
(
曲
山
勇
蓄
)

記

念

祝

賀

会

を

開

催

曲
山
勇
さ
ん
(
岩
法
寺
)
の
著
書
「清
和
流
源
氏

一
族
」が
国

会
国
立
図
書
館
に
永
久
保
存
登
録
さ
れ
た
の
を
記
念
し
た
祝

賀
会
が
マ
1
ヴ
ェ
ラ
ス
末
広
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

D

同
祝
賀
会

は
、
曲
山
さ
ん
の
友
人
ら
が
世
話
人
と
な

っ
て
行
わ
れ
、
関

係
者
が
多
数
出
席
し
て
曲
山
さ
ん
の
快
挙
を
祝
い
ま
し
た
。

曲
山
さ
ん
は
、
通
念
上
の
歴
史
観
に
疑
念
を
抱
き
、
歴
史

研
究
を
初
め
て
か
ら
ぬ
年
に
な
り
ま
す
。
「清
和
流
源
氏

一

族
」
は
、
昨
年
7
月
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
九

ゆ
か
h
ソ

月
に
は
、
本
村
に
縁
の
「
伝
説
長
慶
天
皇
陵
」
を
出
版
し
ま
し
た
。

な
お
、
著
書
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
出
山
さ
ん
宅
(
電
話
O
二

四
七
l

五
七
|
四
三
五
八
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 学校花壇コンクール

τ11問。ト一一一一
二が最優秀二一一須釜-IJ:，_l_;I-.a:一一一

石川地区小中学校長協議会掌校緑化推進委員会石川

支部の学校花壇コンクールが行われました。同コンク

ールには、石川郡内の小学校22校と中学校2校が参加

しました。

審査の結果、小学校の部で川辺小掌校と須釜小掌校

が、見事、最優秀校に選ばれました。また、玉川第一

小学校が優秀枝に、泉中掌校が優良校にそれぞれ選ば

れました。

よい歯の与

コンクール表彰ィ出

平成8年度第2回 fよい歯のコンクールJの表彰式

が玉川村保健センターで行われました。

3歳児健康審査の歯科審査で虫歯の主よかった吾と、も

3名が表彰されました。

8 

笠鼓霊
4.笛霊
!4}，1支を

願
っ
て

ー
ド

で
実
施

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
期
間
中
で
あ

る
9
月
初
自
に
川
辺
小
学
校
、

M
日
に
須
釜

小
学
校
と
四
辻
分
校
、
お
日
に
は
玉
川
第

一

小
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
交
通
安
全
鼓
笛
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

石
川
警
察
署
の
パ
ト
カ
ー
を
先
頭
に
鼓
笛

隊
の
演
奏
と
児
童
全
員
に
よ
る
行
進
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、

交
通
安
全
協
会
、
交
通

安
全
母
の
会
の
役
員
も
加
わ
り
交
通
事
故
防

止
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

豊
か
な
の
の
育
成
の
た
め
に

東
京
精
工
株
式
会
社
か
ら
村
に
図
書

券
叩
万
円
分
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

同
社
で
は
、
平
成
2
年
の
創
立
初
周
年

記
念
の
際
に
、
村
内
の
各
小
中
学
校
に

「
東
京
精
工
文
庫
」
を
設
立
。

そ
れ
以
来
、

毎
年
、
会
社
の
創
立
記
念
日
に
問
書
券
の

寄
付
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
村
で

は
、
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
、
各
小
中
学

校
へ
配
り
ま
し
た
。

( )内は保護者

んや

)

ち

孝
呈
善

央香
阻

谷
り

円小原直希くん

(南須釜・伸二)
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四圃-正I1rmの健康とよみ
国10月
22日(火)

青年海外協力隊は、国際協力事業団が実施している国

の事業です。開発途上の人々の新しい国づくりのために

あなたの屯能性を試してみませんか。

傑

一受

i宗

式見
.R 

機能訓練・-

午後 1時30分~

25日(金) 3歳児健診

午後 1時

画11月

インターネットで世界を

のぞいてみませんか?
麻薬・覚せい部禍

撲滅運動

協力隊事務局では、平成8年度秋の募集として、農林

水産から教喬、スポーツなど約140穣にわたる800名を

募集しています。

説明会を開催

受

. {采

受

臼
木ブ

九

談

ラ

泊

分

相

ク

引

-

m

N

康

ソ

¥

崎

線

拡

耀

一c
，
f
」

」

当

日

1

-
一

く

前

能

後

幼

す

午

機

午

乳

7日(木)

平成9年4月 1臼から、現在、 1

週間の法定労働時闘が週44時間とさ

れている猶予搭置の対象事業につい

ても、週40時間制が全面的に適用さ

れます。

画監問い合わせ先

醤署

合 0248-75-3519

須賀川労働基準監

の委

いま話題のインターネットを広く

知っていただくために県では 「インタ

ーネットフェアjを開催します。(入

場無料)

画日時 平成8年11月 1日(釜)'"

3日(己)

郡山市片平町写山神舘7-2
福島県ハイテクプラザ

県中18市町村のホームペ

ージ発表

知事とのTV電話による対

話

無料体験コーナーなど

す市町村の名所や名物を紹介したホ

ームページも、世界に向けて発表さ

れます。

URL http;1州 w，asakanet or， jpt kenchu 181 

戸月

時句

白

画境

圏内

平成8年10月 1日から11月30日

が実施されています。

麻薬、覧せい剤、向精神薬、シン

ナ一等の乱用は、乱用者個人の健康

上の問題にとどまらず、各種犯罪の

誘因、その他公共の福祉に計り知れ

ない危害をもたらします。

までは、「麻薬・質せい剤禍撲滅運動」

次により青年海外協力隊員募集の説明会を開催します。

圃日時:10月30日(水)

午後6時30分~午後8時30分

~場所:郡山市中央公民館4F 第2講義室

~内 容:派遣のシステムや待遇等について詳しく説明し

ます。また、協力隊広報映画の上映や隊員08、OGの

体験発表もあります。入場料、予約等は不要です。

圃詳細な問い合わせ先:二本松青年海外協力球訓練所

(fi0243-24-3200) 

保8日(金)

受

保

エZ
s<二

石

-受

1保

受

午前10時~

1歳児お誕生健診・・

午後 1時~

13日(水)母親教室

午前9時15分~

股関節脱臼検診

午後 1 時~2時

石:石川保健所保!保健センター

景 .受付時間

県民が一体となって、麻薬・質せい

剤等乱用による弊害の根絶に努めま

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

摩〈 御礼申し上げます。

一つよl
u
 

よ事寸

克己

-小高の本田鶴ー さんから

・中の平井八郎さんから

が t，の小針清志さんから

10 

県では現在、農民の巴(仮称)の制

定を検討しています。

県民の臼は、ふるさと福島を愛す

る!白を蕎み、 21世紀に向けてより豊

かなふるさとを築きょげることを期

する日として将来にわたって県民の

皆様に広く受け入れられることが大

切と考えています。

そこで、県民の臼の制定について

懇談いただく「県民の巴J(仮称)制定

懇談会に県民の皆様のご参加をいた

だくため、委員の一部を公要するご

とにしました。多くの方の応募をお

待ちしています。

~募集人員 14名以内

画締め切り 10月31日

画応募方法など詳しくは県庁県民生

活課 (fi0245-21-7178)または県

中地方振興局県民生活課までお問い

合わせください。

お誕生おめでとうございます|
(9月届出分)

保護者名

信之

賢一

浩之

j告別

浅締

貴光

重雄

直俊

福島県・厚生省

土
地
や
建
物
な
ど
を
取
得
し
た

と
き
に
は
、
不
動
産
取
得
税
が
か

か
り
ま
す
。

税
額
は
、
土
地
や
建
物
ご
と
に

そ
の
価
格
(
国
定
資
産
税
評
価
額
)

に
4
%
の
税
率
を
か
け
た
金
額
で

す
が
、
住
宅
や

一
定
の
要
件
に
あ

て
は
ま
る
住
宅
用
土
地
の
税
率
は

3
%
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
宅
地
の
取
得
が
平
成
8

年
中
で
あ
れ
ば
、
そ
の
価
格
の

1
/
2
に
税
率
を
か
け
た
額
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
二
疋
の
要
件
に
あ
て
は

ま
れ
ば
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
る
特

例
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
左
記
に
お
尋
ね

謎足後

資実〉

地

)11 

く
だ
さ
い
。

福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

直
税
課
亘
税
第
二
係

電
話

(
0
2
4
9
)
お
1
1
2
5
4

日
月
幻
日
(
日
)午
前
日
時
か
ら
、

石
川
町
ク
リ
ス
タ
ル
パ
!
ク
に
お

い
て
、
青
年
会
議
所
主
催
の
「
ふ

る
さ
と
い
し
か
わ
夢
フ
ェ
ス
タ
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
石
川
郡
5
町

村
の
民
族
芸
能
や
、
物
産
展
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
l
等
の
イ
ベ
ン
ト
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
石
川
地
方
5
町
村
の
交
流

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
石
川
地

方
を
も
っ
と
詳
し
く
知
る
絶
好
の

機
会
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

(9月届出分)

年 齢 世 帯 主名

87 鶴

72 清

53 J¥ 

A

ご

ρ

ロハ
ド

一

ゴ
ぽ

点

以

出生児氏名

三瓶 遥

大竹啓斗

我 妻謙太朗

吉田みなみ
み ささ

高林美咲

渡辺夏月
のぞ み

村越希美

小 貫 期 太

5万円

1万円

3万円

(村社会福祉協議会)

区

辺

死亡者氏名

本 田 き ょ

小針甲子男

平井マサ子

高

寺

釜
ク

中

法

ク

須

小

岩

南

地区

小 高

中

7，632人(+5)

1， 722戸(土0)

3，739人(土0)

村のようす
(8年10月1日現在)

骨
帯広

寺

五

玉
川
村
短
歌
会
佳
作
抄

3，893人(+5)

舎

月

の

納

税

固

定

資

産

税

国
民
健
康
保
険
税

国

民

年

金

第

2
期

第

4
期

ゆ
月
分

【
納
期
限
は
川
月
お
日
(
童
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
】

村
公
民
館

阿
武
隈
川
の
歴
史
に
疎
く
も
八
十
年
脳
裏
に
刻
み
つ
瀬
の
音
を
聞
く

公
園
の
唐
松
林
に
渡
る
風
気
持
ち
も
晴
れ
て
蝉
を
聞
き
お
リ

針

t... 
去三‘

里

吉
田

サ
ヨ

新

L
さ
水
に
取
替
え
菊
に
し
も
あ
ら
む
言
葉
に
耳
か
た
む
け
る

末
掛
の
達
磨
の
軸
、が
恐
ろ
し
く
稔
れ
眺
め
し
わ
、が
幼
な
こ
ろ

溝
井
は
な
よ

針

守
次

朝
明
け
に
吠
ゆ
る
「
武
蔵
」
に
起
こ
し
さ
れ
て
そ
っ
と
首
出
し
座
れ
の
令
函

針

愛
子

11 



泉
・
須
釜
両
中
学
校
創
立
印
周
年
記
念
特
集

恩
師
を
訪
ね
て
⑤

発行/福島県石川郡玉川村-大字小高宇中11殴9 玉川村役場君(0247)57 -3101 編集/総務課印刷/(有)円谷印刷(毎月 15日発行)

|

|
泉
中
学
校
に
在
職
時
代
の
思

い
出
深
い
こ
と
と
言
え
ば
・
E-

「当
時
は
情
報
化
時
代
の
幕
開
け
。

学
校
の
目
標
に
「
一

ヵ
月
に

一
冊

の
読
者
」
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、

担
当
で
図
書
室
の
整
備
と
読
書
指

導
に
専
念
し
ま
し
た
。
最
近
卒
業

生
の
ひ
と
り
か
ら
「
読
書
の
楽
し

さ
を
知
っ
た
」
と
聞
き
う
れ
し
く

な
り
ま
し
た
口
」

ー
ー
現
征
、
玉
川
村
に
「
福
島
空

港
」
が
で
き
ま
し
た
が

:・:。

「玉
川
村
を
通
る
と
村

一
帯
に
活

み
も
さ

気
が
探
っ
て
い
る
、
よ
い
意
味
で

一
変
し
た
と
い
う
感
じ
で
す
。
県

の
空
の
玄
関
口
と
し
て
、
地
域
発

つ
な

展
に
繋
が
る
賢
明
な
選
択
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。」

ー
よ
室
の
ご
担
当
(
教
科
)
は
伺

で
し
た
か
。

「
国
語
と
社
会
で
し
た
。「
ま
ぶ
た

閉
じ
浮
か
ぶ
生
徒
た
ち
の
顔
々
に

教
え
し
こ
と
の
足
ら
ざ
る
を
詫
び
ピ

i
iヨ
時
の
泉
中
の
笠
徒
、
父
兄

は
ど
ん
な
印
象
で
し
た
か
。

「
生
徒
は
明
る
く
素
直
で
し
た
。

シリーズ「たまかわの俗地名J

石川町出身。福島師範掌校卒後、教職に。

中首中を振出しに石川小、浅川中、泉中(昭

和42年~48年)、須費川二中で教鞭を執り、
昭和52年に退職。題。未は読書、音楽鑑賞、

旅行。郡山市畠 1丁目23-22の自宅に夫と
2人暮らし。

一
部
に
旺
盛
な
反
骨
精
神
か
ら
く

る
「
だ
ん
ま
り
戦
術
」
を
発
櫛
す
る

生
徒
も
あ
り
、
私
自
身
、
厳
し
い

教
師
で
し
た
か
ら
、
そ
れ
が
か
え

っ
て
「
や
り
が
い
」
が
あ
っ
た
も
の

で
し
た
。
父
兄
の
方
々
は
、
学
校

に
対
し
て
全
面
的
な
信
頼
と
協
力

[かあlまいとjの由来(岩法寺)

ド
」
つ
}ν
ゅ
、つ

岩
法
寺
の
字
名
道
品
と
言
わ
れ
て
い

る
所
に
、
今
で
も
「
か
あ
ぱ
い
と
」
と

地
区
の
人
達
が
呼
ん
で
い

る
所
が
あ
り

ま
す
。
話
は
さ
か
の
ぼ

っ
て
、
平
安
時

代
西
暦
二

一O
O
年
頃
京
都
か
ら
白
河

お
お
う

の
関
ま
で
は
、
奥
羽
街
道
と
呼
ば
れ
、

白
河
の
関
か
ら
浅
川、

一冶
川、

清
'法
寺

t
t‘
っ
そ
ま
ー
カ
4w
・と
う

を
通

っ
て
田
中
ま
で
が
奥
羽
山
街
道
と

呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
問
中
か
ら

先
、
東
は
三
春
を
、
四
は
須
賀
川
を
通

り
最
後
は
岩
沼
で
合
道
。
此
の
奥
羽
山

街
道
が
前
玉
川
村
収
入
役
佐
久
間
倉
太

氏
宅
の
今
の
隠
居
付
近
を
通
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。
そ
の
山
街
道
西
側
低
い
所

さ

く

ま

き

わ

こ

佐
久
間
喜
和
子
先
生

を
惜
し
ま
ず
、
私
の
よ
う
な
融
通

の
き
か
な
い
教
師
が
事
な
き
を
得

て
勤
務
で
き
た
の
も
そ
の
お
か
げ

と
感
謝
し
て
い
ま
す
。」

i
i当
時
の
泉
中
の
校
曾
に
思
い

出
が
あ
り
ま
す
か
。

「古
い
木
造
校
舎
で
し
た
が
、
廊

下
は
ピ
カ
ピ
カ
に
燐
き
ぬ
か
れ
て

い
ま
し
た
ね
。」

ー
ー
そ
の
他
の
思
い
出
は
?

「
当
時
の
応
援
歌
「
白
笹
山
光
る
丘
・
.

:・
」
(i
あ
あ
玉
杯
に
花
、
つ
け
て

j
の
替
え
歌
)
は
、
生
徒
会
の
嬰

せ
っ
さ
く

摘
に
よ
る
私
の
拙
作
で
し
た
。
ま

た
、
「
生
徒
会
の
歌
」
の
補
作
な
ど

も
し
ま
し
た
。
非
常
に
思
い
出
深

い
こ
と
で
す
。」

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
恩
師
の

ご
紹
介
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

に
清
水
が
あ
り
街
道
を
従
来
す
る
旅
人

は
水
を
飲
む
の
に
降
り
る
姿
が
、
カ
ツ

パ
が
清
水
に
入
る
よ
う
に
見
え
た
所
か

ら
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
開
き
ま
し
た
。

恐
ら
く
旅
人
達
は
、
此
の
水
を
飲
み
元

気
を
付
け
目
的
地
に
向
か
っ
た
事
と
思

い
ま
す
。
又
旅
数
の
多
い
人
は
、
酷
勢

の
時
期
な
ど
は
、
楽
し
み
に
し
て
い
た

場
所
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
在
は
、
大

正
時
代
に
救
済
事
業
で
出
来
た
旧
玉
川

出
村
線
で
道
路
が
高
く
な
り
清
水
の
跡

は
小
さ
い
池
に
な

っ
て
お
り
清
水
の
面

影
は
薄
ら
い
だ
場
所
と
な
っ
て
居
ま
す
。

(
須
釜
保
明
)

心j瀦構;
我がふるさと

fわが家の食卓と玉/1日

東京都足立区

冨張マツヨさん

(中出身・小針ミサさんの 2女)

小
高
小
学
校
、
泉
中
学
校
と
通

っ
て
い
た
子
供
の
頃
、
大
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
に
は
恵
ま
れ
て
い
ま

し
た
が
、

食
べ
も
の
は、

昆
布
の

佃
煮
と
か
、
玉
子
焼
き
も
小
麦
粉

で
国
一
旦
を
増
や
し
て
兄
弟
で
分
け
あ

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

イ
ナ
ゴ
取
り
の
授
業
が
、
い
つ

も
ビ
リ
で
、
手
拭
い
で
作
っ
た
袋

い
っ
ぱ
い
取
っ
て
、
ノ
ー
ト
と
か

も

ら

う

ら

や

鉛
筆
を
貰
え
る
人
を
羨
ま
し
く
思

い
ま
し
た
。
大
嫌
い
な
授
業
で
し

た
が
、
東
京
に
出
て
来
て
三
十
数

年
、
イ
ナ
ゴ
の
佃
煮
が
大
好
物
で

す
。
珍
味
と
し
て
高
価
な
モ
ノ
で

な
か
な
か
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。

わ
が
家
の
食
卓
は
、
今
で
は
玉

川
村
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
す
。
米
は
も
ち
ろ
ん
、
味
噌
、

野
菜
、
梅
干
し
、
釘
屋
さ
ん
の
う

ど
ん
等
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
か
な
い

と
心
配
で
す
。

子
供
が
小
さ
い
頃
、
私
は
、
保

育
園
に
勤
務
し
て
い
た
の
で
、

夏

休
み
に
な
る
と
カ
ギ

っ
子
に
す
る

期
間
が
長
く
な
る
た
め
田
舎
に
預

け
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
自

然
の
中
で
食
べ
た
ト
マ
ト
、
キ
ュ

ウ
リ
の
味
は
、
東
京
で
は
味
わ
え

な
い
と
、
今
で
も
季
節
に
送
っ
て

く
れ
る
野
菜
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。

近
所
の
人
に
も
裾
分
け
を
す
る

と
味
の
良
さ
、
う
ど
ん
の
コ
シ
の

強
さ
な
ど
誉
め
ら
れ
る
の
が
玉
川

村
の
自
慢
で
、
私
の
自
慢
で
す
。

自
然
に
恵
ま
れ
た
ふ
る
さ
と

『
玉
川
村
」
は
、
わ
が
家
の
食
卓
、

嫁
に
行
っ
た

二
人
の
娘
の
食
卓

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
、

宝
物

で
す
。
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